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目的 

これまで神経と動作の相互関係をスポーツの状況

判断力という観点から報告した研究は少ない。また、

神経・筋と動作の複数の要素を含む事柄を統合して

検討することにより、様々な要素が混在するスポーツ

場面でのパフォーマンスや外傷予防に貢献しうる研

究となると考えられる。 

そこで本研究は準備姿勢の違いによる、刺激に対

する反応および反応後の動作への影響を検討するこ

とを目的とし、広すぎるスタンス、また狭すぎるスタン

スは反応時間を遅らせるという仮説を立て、研究を行

った。 

 

方法 

対象はスポーツを定期的に実施している健康な男

子大学生 8名（20.4±1.8歳）とした。ランダムに提示

される光刺激に反応し、素早くホップ運動を行うよう

指示した。その時のスタンスを(A) normal stance(肩
峰幅)(B) wide stance(肩峰幅の 200%)(C) narrow 

stance(閉脚の状態)の 3 種類とし、反応時間

（Reaction Time:RT）及び前動作時間(pre-motor 

time：PMT)、動作時間(motor time：MT）及び下肢筋

群の活動状態を測定、解析した。被験筋は中臀筋・

内転筋・外側広筋・腓腹筋とした。解析処理は各被

験者の 6 試行の平均値を用い、スタンスの条件間で

比較した。 

統計検定には対応のある t 検定を用い、有意水準

を p<0.05 とした。 

 

結果 

RT は条件間で有意な差はなかった。 

中臀筋の PMT は wide stance の時に比べて

medium stance の時に有意に短く、wide stance の

時に比べて narrow stance の時に有意に短かった。

中臀筋の MT は narrow stance の時に比べて 

medium stance の時に有意に短く、narrow stance

の時に比べて wide stance の時に有意に短かった。

内転筋の PMTは条件間で有意な差は見られなかった。

内転筋の MT は narrow stance の時に比べて 

medium stance の時に有意に短かった。外側広筋の

ＰＭＴは条件間で有意な差はなかった。外側広筋の

MT は narrow stance の時に比べて medium stance

の時に有意に短い結果であった。腓腹筋の PMT は

wide stance の時に比べて narrow stance の時に

有意に短かった。腓腹筋の MT は narrow stance の

時に比べて medium stance の時に短い傾向が認め

られ、narrow stance の時に比べて wide stance の

時に短い傾向があった。 

4 筋の PMT の平均値の標準偏差と RT はどのスタン

スでも強い相関を示さなかったが、下肢筋の発火タイ

ミングのばらつきが RT を遅延させる傾向がみられた 
 

考察 

narrow stance はスキル、熟練度といった観点から

見ると反応が他の脚スタンス幅と比べて遅くなると考

えられる。narrow stance は MT において他のスタン

スより有意に反応が遅く PMT において反応はむしろ

速いことからスキル、熟練度は PMT に影響を与えると

考えられる。反応動作における事前の筋活動により，

単純反応時問が短縮されることが報告されており

narrow の PMT の速さは内転筋の事前筋活動による

と思われる。 

 

結論 

narrow stance は他の 2 条件と比べて MT の遅れ

が顕著に見られ、狭い脚スタンス幅では刺激への反

応後の動作開始に遅れが生じる可能性が示唆され

た。 

RT を PMT、MT に分類すると脚スタンス幅の違いは

PMT と比較して MT に強く影響を与えており脚スタンス

幅の違いは中枢情報処理過程よりも末梢過程に干

渉するものであることが示唆された。 
 

 


